
（別紙４）

～ 2024年　11月　29日

（対象者数） 54人 （回答者数） 50人

～ 2024年　10月　25日

（対象者数） 4名 （回答者数） 4名

～ 2024年　11月　29日

（対象数） 22施設 （回答数） 18施設

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

年度の度に、クラス替え・人員配置の変更などがありますの

で、『昨年度から今年度へ繋ぐ支援』をより意識的に取り組

むことを検討している。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
『２日／月』の訪問に拘らず、最小限の訪問支援で年間を見

通した支援の構造化を検討しています。

2

3

○事業所名 for barn

○保護者評価実施期間 2024年　10月　17日

○保護者評価有効回答数

2024年　10月　17日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2024年　12月　26日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 2024年　10月　17日

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

利用上限『２日／月』のご利用希望に対応する余裕がないこ

と。

保育所等訪問支援を専業とする従業者がいないことと考えてま

す。

『訪問支援員特別加算Ⅰ』である、障害児支援の業務従事１０

年以上の者を中心とした支援体制であること。

経験に偏った『訪問員が中心』の支援・助言ではなく、『子ど

も、園・学校の声を聞く』ことを中心にすることを意識的に取

り組んでいる。

事業所における自己評価総括表公表


